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研究成果の概要（和文）：本課題では、離散的な領域で計算を論ずるのに使われる概念や手法を自然な形で連続
系計算に拡張することを目指し、パラメタつき計算量、平均時の計算量解析、準線形時間計算可能性、証明から
のプログラム抽出などに関して、基礎理論を構築・整理するとともに、諸問題の複雑さ理解に適用した。また実
数計算について、表現間の翻訳可能性や、計算代数における決定問題、厳密実数計算の実装など、関連する話題
の研究や周辺分野との連携を進めた。

研究成果の概要（英文）：We studied several issues in formulating and applying notions and techniques
 in discrete computation theory to continuous systems.  These include fixed parameter tractability, 
average-case feasibility, almost linear-time computability, program verification and extraction. 

研究分野： 理論計算機科学

キーワード： 計算可能解析　計算量　線形時間　パラメタ計算量　プログラム抽出
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
計算アルゴリズムの記述や計算困難さの解析のための基礎理論は、記号の機械的な処理を基礎に置く計算モデル
に基づいて組み立てられており、離散的な問題の分析では広く役立っている。一方、現実世界の多くの問題は、
実数などのように近似によってのみ捉えられる連続量を本質的に含む。本課題は、連続系を扱うアルゴリズムに
も計算理論を数学的に自然な形で拡張し、計算の実現や困難さの理解に役立てるための研究である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
離散的な計算問題にあっては、現実的な計算モデルに基づく計算困難さの同定と、その困難
さを回避・克服するアルゴリズム設計とが、互いに補い合う両輪となって研究が深まってい
る。これに比べると連続系のアルゴリズム（解析学・数値計算）では、計算困難さの理論的
な枠組（第二型計算理論）の基礎は整ってきたものの、従来は一般的で粗略な解析しかでき
ず不十分な面がある。 
 
２．研究の目的 
 
これを補うため本計画では、離散的な領域で既に役立っている、パラメタ計算量、平均時解
析、準線型時間などの概念や解析手法を、理論的に自然な形で連続系計算に拡張し、諸問題
の複雑度の理解に繫げることを目指して研究を行った。また、連続系計算の理論を様々な具
体的問題に適用した。 
 
３．研究の方法 
 
コロナ禍により海外渡航や成果発表の形態は大きく影響を受け、一部に計画の中止や遅延
があったが、期間全体の実質的な研究内容としては概ね当初の計画に沿って進めることが
できた。 
 
４．研究成果 
 
本課題の研究代表者・分担者・研究員により国際研究集会や論文誌等で発表された成果のう
ち主なものを幾つか挙げる。 
 
（1） 
平成 30 年 7 月にコロンビア国ボゴタで行われた「論理・言語・情報・計算に関する第 25 回
研究集会（WoLLIC 2018）」で、多変数の解析函数に対する一様演算子のパラメタつき計算量
についての成果を発表した。 
 
（2） 
平成 30 年 8 月に英国リヴァプールで行われた「情報学の基礎数理に関する第 43 回国際シ
ンポジウム（MFCS）」で発表した研究では、連続系問題における平均時計算量の定式化・整
理を行い、それをハミルトン力学系に適用して制限つき三体問題の平均時多項式時間計算
可能性を示した。 
 
（3） 
平成 31 年 4 月に北九州市で行われた計算模型とその応用に関する国際会議（TAMC）2019 で
発表した研究は、実数などを入出力とする情報処理の定式化に必要な二型計算理論におい
て、「線形時間」やその周辺の計算量を初めて考察したものである。二型計算において「多
項式時間」などの制限を正しく扱うには、一型入力（神託）との情報のやりとりに関して特
別の注意を要することが従来理論で判っていた。本研究では、より精密な計算量の分類を行
う一歩として「線形時間」に着目し、神託の呼び出しに関する適切な定式化の下で望ましい
性質が成立つこと、また対数的に余計な時間を許した「準線形時間」は更に安定した性質を
もつことなどを明らかにした。 
 
（4） 
令和 4 年 9 月に伊パドヴァで開催された国際研究集会 Continuity, Computability, 
Constructivity（CCC 2023）で発表した研究では、実数のコンパクト集合の表現のうち有限
被覆に基づくものと有界閉集合としてのものとの間は或る意味で互いに計算可能に翻訳で
きるが、同様のことが多項式時間など計算資源を限った場合にも一定の条件下で成立つこ
とが判った（ハイネ・ボレルの定理の計算量）。 
 
（5） 
実数の表現いくつかの間の翻訳可能性が Kristiansen らにより調べてられており、無理数
に同じ計算可能性の概念を導く幾つかの自然な表現が、相異なる原始再帰性を導くことに
ついては詳しく知られていた。令和 5 年 7 月にジョージア国バトゥーミで行われた学会
Computability in Europe（CiE）2023 で発表した研究では、更に制限したカルマール初等



的実数について調べ、追跡（trace function）、和近似（sum approximation、連分数（continued 
fraction）の三表現の間の関係に関する予想を解決した。 
 
（6） 
令和 4～5年度に幾つかの小規模な研究集会等で発表し、論文誌等への投稿に向けて検討を
継続している研究では、多項式を係数とする 3項間漸化式で記述される数列（ホロノミック
列）の符号の漸近的な挙動やその計算可能性について、最近の研究で発見されていた分類定
理を、より一般の場合に拡張した。 
 
（7） 
フラクタルは最大不動点を用いて定義されるため余帰納法と密接な関係があり、またその
性質を証明するのに帰納法がよく使われる。シェルピンスキー四面体およびそれと関係し
たフラクタル立体 H および T に対して、それらの射影が正の面積を持つ方向を特定し、そ
の証明の中で整礎帰納法を用いた部分を、IFP を拡張した体系で形式化し、その Coq 上での
実験的な実装を用いて、面積を持たない場合の理由になる重複場所を出力するプログラム
の抽出を行った。 
 
このほか、本課題での成果を中心とする当分野の基礎理論や研究動向について、周辺分野の
専門家や学生・若手研究者に向けて紹介する招待講演・講義など 6件を、研究代表者および
本課題の研究員が以下の各学会で行った。 
 17th Asian Logic Conference (ALC). Tianjin, China, October 2023. 
 Fifth Workshop on Digitalization and Computable Models (WDCM). Astana, 

Kazakhstan, October 2023. 
 第 19回組合せ最適化セミナー．京都府京都市左京区，令和 4年 7月． 
 Second Japan-Russia Workshop on Effective Descriptive Set Theory, Computable 

Analysis and Automata. Akita, Japan, March 2022. 
 Computability Theory and Foundations of Mathematics (CTFM) 2019. Wuhan, China, 

March 2019. 
 Continuity, Computability, Constructivity (CCC) 2018. Faro, Portugal, 

September 2018. 
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